
 

 

 

 

 

 

第１回「名取川藤塚地区かわまちづくり」の協議会を開催します。 

～水辺を活かした地域のにぎわい創出を目指して～ 
 
 

名取川藤塚地区のかわまちづくりは、隣接する貞山運河や湿地等の貴重な自然環境を活用

し、貞山運河堤防背後で防災集団移転跡地を利活用し整備される海岸公園と一体となった、

水辺整備による賑わいの創出や回遊性の向上を目指し、令和６年度より事業に着手しており

ます。 

今般、賑わいのある水辺空間の創出による魅力あるまちづくりに向け、整備を予定する施

設の仕様や今後の利活用のあり方等についてご意見をいただくため、有識者や関係機関から

なる協議会を下記のとおり開催いたします。 
 

 

記 

 
１．日 時：令和６年７月２４日（水）１０：００～１２：００ 
２．場 所：仙台市青葉区役所７階 （第一・第二会議室） 
３．出席者：別添委員名簿のとおり 
４．議 題：①協議会の検討事項 

        ②藤塚地区かわまちづくり 

       ③今後の活動予定 

 

◆添付資料 

別紙１ 委員名簿 

別紙２  名取川藤塚地区かわまちづくり計画の概要 

 

＜発表記者会：宮城県政記者会、東北電力記者会、東北建設専門紙記者会、仙台市政記者クラブ＞ 

  
 【問い合せ先】 

 

●仙台市 建設局 百年の杜推進部 電話：022-214-8396 

          公園整備課長    小山
お や ま

 悟
さとる

 

●国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所 電話：022-248-4135 

副所長（河川担当） 金
こん

 真
しん

一郎
いちろう

 

工務第一課長    磯邊
い そ べ

 則
のり

親
ちか

 

仙台市 

国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所 

記 者 発 表 資 料 

令 和 6 年 7 月 22 日 

仙     台     市 

仙台河川国道事務所 



別紙１令和 3 年 11 月 17 日 
 

藤塚地区かわまちづくり協議会 委員名簿 
                                                   

所属・役職等 氏名 

宮城学院女子大学 現代ビジネス学部 教授 宮原
みやはら

 育子
い く こ

 

東北学院大学 地域総合学部 教授 平吹
ひらぶき

 喜彦
よしひこ

 

仙台 Reborn 株式会社 
アクアイグニス仙台 支配人  平間

ひ ら ま

 雅
まさ

孝
たか

 

一般社団法人 貞山運河ネット 会長 櫻井
さくらい

 広
こう

行
いち

 

宮城県漁業協同組合 仙台支所 支所運営委員会 委員長 秋葉
あ き ば

 吉夫
よ し お

 

旧 藤塚地区町内会長（現 久保田東町内会長） 東海林
とうかいりん

 義一
よしかず

 

仙台河川国道事務所 副所長 金
こん

 真
しん

一郎
いちろう

 

名取市生活経済部 部長 小畑
お ば た

 和弥
か ず や

 

仙台市文化観光局観光交流部 部長 髙
たか

橋
はし

 みちる 

仙台市都市整備局市街地整備部 部長 鈴木
す ず き

 陽
よう

 

仙台市若林区まちづくり推進部 部長 柳 沢
やなぎさわ

 淳
あつし

 

仙台市建設局百年の杜推進部 部長 鈴木
す ず き

 江
え

美子
み こ

 

 
 

事務局：仙台河川国道事務所、仙台市建設局公園整備課  
令和 6 年 7 月 1 日時点 

   
 

 

 



「名取川藤塚地区かわまちづくり」（宮城県仙台市）
な と り が わ

１．概要
仙台市では、沿岸部の防災集団移転跡地において、東日本大震災以前の営みや震災

の記憶、復興の軌跡を“伝え” 、豊かな自然環境と人を“繋ぎ” 、にぎわいや新たな価値、
活力を“創る” ため、民間事業者や地域と協働で跡地利活用に取り組んでいます。

この取組を充実させるため、本計画では、運河や湿地における自然体験や水面利用の

せ ん だ い し

対象河川 ： 一級河川 名取川水系名取川 【国管理河川】

市町村名 ： 宮城県仙台市

推進主体 ： 仙台市

なとりがわ な と り が わ

せんだいし

せんだいし

※今後、工事実施のための詳細な設計等を実施することにより、内容を変更する場合があります。

２．ハード施策の内容
国土交通省 ： 河川管理用通路、親水護岸、階段、坂路、側帯 等

仙台市ほか ： 拠点施設 （展望テラス 、 オープンカフェ、 トイレ、サイクルラック を含む）、ベンチ、
植栽整備、照明設備 等

３．ソフト施策の内容
国土交通省 ： 都市・地域再生等利用区域の指定 等
仙台市ほか ： 舟運事業、SUP・カヌーや自転車を活用したツアー 等

宮城県仙台市藤塚地区

拠点となる施設の整備を実施し、運河を軸としたエリアの一体感の創出および回遊性の向上を図ります。
国土交通省では、この取組に対し、必要な河川管理施設の整備のほか、河川空間において営利活動を実施する場

合には、河川敷地占用許可準則２２条に基づく、都市・地域再生等利用区域の指定等の支援を実施していきます。

ふ じ つ か ち く

かわまちづくり
整備範囲

別紙２ 


